
目
黒
川
の
桜

　「
う
わ
ぁ
！ 

見
事
な
サ
ク
ラ
並
木
だ
。

老
若
男
女
、
そ
れ
に
多
く
の
外
国
人
が
行

き
交
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
一
体
ど
こ
な
ん

だ
ろ
う
」

　
周
り
を
見
渡
す
と
、橋
の
た
も
と
に「
桜

樹
記
念
碑
」
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

「
昭
和
の
初
め
に
行
わ
れ
た
目
黒
川
の
初

期
の
改
修
に
合
わ
せ
て
、
地
元
の
有
志
の

方
々
に
よ
り
植
樹
さ
れ
た
サ
ク
ラ
を
記
念

し
て
建
て
ら
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
過
去
に
は
度
々
、
氾
濫
を
起
こ
し
た
目

黒
川
。
長
年
に
渡
る
護
岸
改
修
工
事
を
経

て
、
約
３
・
８
㌔
の
沿
川
に
８
０
０
本
の

サ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ
、
現
在
で
は
街
の
に

ぎ
わ
い
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
落
語
の
「
目
黒
の
さ
ん
ま
」
は
知
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
こ
ん
な
名
所
が
あ
る
な
ん

て
…
。
俄
然
、
目
黒
区
に
興
味
が
湧
い
て

き
た
二
三
男
く
ん
は
、
中
目
黒
駅
か
ら
ほ

ど
近
い
目
黒
区
総
合
庁
舎
を
訪
れ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
二
三
男
く
ん
は
目
黒
区
総
合
庁
舎
を
訪

れ
る
と
、
１
階
に
あ
る
区
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。
職
員
か
ら
「
目
黒

区
人
口
ビ
ジ
ョ
ン 
目
黒
区
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
を
受
け
取
り
、
さ
っ

そ
く
読
み
始
め
ま
し
た
。

合
計
特
殊
出
生
率
は

１
・

ま
で
回
復

　
ま
ず
は
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
読
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

　
戦
後
、目
黒
区
の
人
口
は
上
昇
を
続
け
、

特
に
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
か
ら

１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に
お
い
て
急
激

な
人
口
増
加
傾
向
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
人
口
の
伸
び
は
鈍
化
し
、
１
９
６
５

（
昭
和
40
）年
の
29
万
８
７
７
４
人
を
ピ
ー

ク
と
し
て
減
少
に
転
じ
、
１
９
９
５
（
平

成
７
）
年
に
は
24
万
３
１
０
０
人
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
増
加
傾
向
と
な

り
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
は

26
万
８
３
３
０
人
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

　「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
年
齢
別
の
人
口

移
動
の
状
況
を
見
る
と
、
10
歳
代
か
ら
30

歳
代
で
転
入
超
過
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
年
代
で
は
転
出
数
が
転
入
数

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
20
歳
代
の

大
幅
な
転
入
超
過
に
よ
り
全
体
と
し
て
社

会
増
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
自
然
増
減
の
分
析
で
は
、

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
以
降
、
出
生
数

が
死
亡
数
を
上
回
る
自
然
増
の
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
死
亡
数
は
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
近
年
は
、
出
生
数
も
増
加
傾
向
に
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
２
０
０
２
（
平

成
14
）
年
に
０
・
68
ま
で
低
下
し
ま
し
た

が
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
は
１
・

05
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

目
黒
区
独
自
の
総
人
口
推
計

　
一
方
、「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
目

黒
区
が
男
女
と
も
に
平
均
初
婚
年
齢
が
高

い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
の
目
黒
区
の
50

歳
の
女
性
は
、
22
・
８
％
が
結
婚
の
経
験

が
な
い
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
全
国
と
比

べ
て
女
性
の
生
涯
未
婚
率
が
高
い
と
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
に

お
け
る
母
親
の
年
齢
別
出
生
数
の
割
合
を

見
る
と
、
全
国
と
比
較
し
て
30
歳
以
上
の

区
有
財
産
を
受
け
継
ぎ
、
次
世
代
の
希
望
を
叶
え
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
住
み
続
け
た
い
愛
着
の
あ
る
街
に
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区
有
地
を
活
用
し
た
保
育
所

整
備

　
目
黒
区
は
、
区
域
の
８
割
が
住
居
系
の

用
途
地
域
で
、
認
可
保
育
所
を
整
備
で
き

る
大
規
模
な
土
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
難

し
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
膨
れ

上
が
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
何
と
か
応
え
よ
う

と
、
区
有
財
産
を
活
用
し
て
、
保
育
園
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
目
黒
区
総
合
庁
舎
の
傍
ら
に

あ
る
中
目
黒
ち
と
せ
保
育
園（
定
員
60
人
）

は
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
4
月
に
開
園

し
ま
し
た
。
こ
こ
の
用
地
は
、
総
合
庁
舎

の
駐
車
場
の
一
部
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

施
設
を
運
営
す
る
の
は
、
認
可
保
育
所
の

運
営
実
績
の
あ
る
社
会
福
祉
法
人
で
す
。

　
区
役
所
の
敷
地
に
あ
り
ま
す
が
、
区
職

員
向
け
に
限
定
し
た
保
育
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
東
急
東
横
線
の
中
目
黒
駅
か
ら
近

く
、利
用
者
に
と
っ
て
便
利
な
立
地
で
す
。

　
区
は
２
０
２
０
（
平
成
32
）
年
４
月
の

保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
て
、
区
有

施
設
の
活
用
や
民
間
賃
貸
物
件
の
活
用
、

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
保
育
所
へ
の
移

行
、
区
立
保
育
園
の
民
営
化
に
伴
う
整
備

支
援
な
ど
に
よ
り
、
今
年
度
は
過
去
最
大

と
な
る
約
１
１
０
０
人
分
の
保
育
所
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

園
庭
の
な
い
保
育
所
か
ら

公
園
に
送
迎

　
ま
た
、
目
黒
区
に
は
十
分
な
広
さ
の
園

庭
が
あ
る
保
育
所
が
少
な
く
、
私
立
認
可

保
育
園
の
約
８
割
が
近
隣
の
公
園
な
ど
を

屋
外
遊
戯
場
に
指
定
し
て
認
可
を
受
け
て

い
ま
す
。
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
や
駒

場
野
公
園
な
ど
、
園
児
が
徒
歩
で
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
広
い
公
園
で
、
子
ど
も
が

の
び
の
び
と
遊
べ
る
よ
う
に
、
幼
児
専
用

車
（
愛
称
「
ヒ
ー
ロ
ー
バ
ス
」）
で
送
迎

す
る
事
業
を
全
国
で
初
め
て
実
施
し
ま

す
。

　
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕

組
み
を
使
い
、
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
８
月
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
専
用
ペ
ー
ジ
を
開

設
。
11
月
以
降
、
今
年
度
予
算
で
計
上
し

た
１
台
の
幼
児
専
用
車
の
試
行
運
行
が
始

ま
り
ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
で
も
区
有
財

産
を
活
用

　
区
有
財
産
を
活
用
し
た
ハ
ー
ド
整
備

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
整
備

で
も
同
じ
で
す
。

　
旧
区
立
第
六
中
学
校
南
側
跡
地
で
は
、

区
が
選
定
し
た
事
業
者
に
よ
る
民
設
民
営

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
支
援

し
ま
す
。
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
７
月

の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
学
校
統
合

に
よ
る
区
立
第
四
中
学
校
跡
地
に
お
い
て

も
同
様
に
、
区
が
選
定
し
た
事
業
者
に
よ

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
身
体
障
害
者

入
所
施
設
等
複
合
施
設
の
整
備
を
支
援
し

ま
す
。
地
域
交
流
の
場
や
地
域
の
福
祉
拠

点
、
福
祉
避
難
所
と
し
、
地
域
に
開
か
れ

た
施
設
を
目
指
し
て
お
り
、２
０
２
０（
平

成
32
）年
度
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
目
黒
三
丁
目
の
国
家
公
務

員
宿
舎
跡
地
を
活
用
し
た
、
民
設
民
営
に

よ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
支

援
し
ま
す
。
２
０
２
０
（
平
成
32
）
年
度

の
開
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
目
黒
区
を
好
き
に

な
っ
て
転
入
し
て
き
た
人
た
ち
に
住
み
続

け
て
も
ら
う
た
め
、
区
の
財
産
を
次
世
代

に
受
け
継
ぎ
、
有
効
に
活
用
し
て
い
る
の

が
分
か
る
」
と
、
感
心
し
ま
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
と
サ
ク
ラ

並
木
を
再
生
す
る

　
二
三
男
く
ん
は
、
目
黒
川
沿
い
の
サ
ク

ラ
並
木
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

旧区立第六中学校南側跡地に整備される特別養護老人ホームのイメージ図

目
黒
区
役
所
の
未
利
用
地
を
活
用
し
た
中
目
黒
ち
と
せ

保
育
園

（後
方
の
建
物
が
目
黒
区
総
合
庁
舎
）

割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
晩
産
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
目
黒
区
が
独
自
に
行
っ
た
総
人
口
推
計

で
は
、
近
年
の
転
入
超
過
傾
向
に
よ
り
、

将
来
に
お
け
る
総
人
口
の
ピ
ー
ク
が
後
ろ

に
ず
れ
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
合
計
特

殊
出
生
率
が
１
・
50
ま
で
改
善
す
る
と
、

さ
ら
に
後
ろ
に
ず
れ
込
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

希
望
出
生
率
１
・
50
の
実
現

を
目
指
す

　
目
黒
区
を
縦
断
す
る
東
急
東
横
線
は
、

首
都
園
で
も
有
数
の
住
み
た
い
路
線
と

な
っ
て
お
り
、
特
に
中
目
黒
や
自
由
が
丘

は
常
に
住
み
た
い
街
の
上
位
に
ラ
ン
キ
ン

グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
し
ゃ
れ
で

治
安
も
良
い
街
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
定

着
し
て
お
り
、
特
に
20
～
30
代
の
女
性
で

転
入
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
目
黒
区
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
未
婚

者
や
離
婚
・
死
別
の
既
婚
者
の
約
８
割
が

結
婚
を
望
む
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
目
黒
区
の
生
涯
未
婚
率
は
上
昇
を

続
け
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
の
国
勢

調
査
で
は
20
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、「
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
で
は
、「
結
婚
や
出
産
は
個
人

の
自
由
な
意
思
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ

き
こ
と
で
あ
り
、
結
婚
や
出
産
を
望
ま
な

い
人
も
い
ま
す
。
一
方
、
意
識
調
査
に
よ

れ
ば
多
く
の
人
が
結
婚
や
出
産
を
望
み
、

そ
の
う
ち
子
ど
も
を
望
む
人
の
多
く
が
2

人
の
子
ど
も
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
合
計

特
殊
出
生
率
の
低
さ
を
考
え
れ
ば
、
希
望

と
現
実
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
が

推
察
さ
れ
ま
す
」
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
こ
う
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、「
子
ど
も
を
産
み
育
て
た

い
人
の
希
望
を
か
な
え
、
２
０
４
０
（
平

成
52
）
年
に
希
望
出
生
率
（
１
・
50
）
を

実
現
す
る
」
こ
と
を
人
口
に
関
し
て
の
目

指
す
方
向
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

三
つ
の
基
本
目
標
を
設
定

　「
総
合
戦
略
」
で
は
、
三
つ
の
基
本
目

標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
目
標
１
は
「
安
心
し
て
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
」

で
す
。
待
機
児
童
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で

す
。
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
場

所
が
あ
る
こ
と
が
、
結
婚
や
出
産
の
希
望

を
か
な
え
る
こ
と
に
通
じ
る
と
と
も
に
、

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
つ
な
が
り
ま

す
。

 

ま
た
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
と
切

れ
目
な
い
支
援
の
た
め
、
き
め
細
か
い
情

報
提
供
や
相
談
支
援
等
の
充
実
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
基
本
目
標
２
は
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
で

す
。
目
黒
区
の
定
住
意
向
は
95
・
２
％
と

非
常
に
高
い
で
す
。
誰
も
が
生
き
生
き
と

快
適
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
構
築
が

重
要
で
す
。

　
基
本
目
標
３
は
「
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の

創
出
と
多
様
な
人
と
人
と
の
交
流
を
促

す
」
で
す
。
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
に
「
に

ぎ
わ
い
」
が
生
ま
れ
、
多
様
な
人
と
人
と

の
交
流
が
目
黒
区
と
他
の
地
域
と
の
つ
な

が
り
に
な
り
、
ま
ち
の
活
気
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。

依
然
と
し
て
多
い
待
機
児
童
数

　
二
三
男
く
ん
は
、
具
体
的
な
施
策
を
調

べ
て
み
ま
し
た
。

　
目
黒
区
は
、
住
み
た
い
街
の
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
上
位
に
入
り
、
若
い
世
代
に
人
気

の
自
治
体
で
す
。
一
方
で
、
子
育
て
世
帯

が
増
え
て
、
区
内
に
保
育
所
の
受
け
皿
が

足
り
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。２
０
１
７（
平

成
29
）
年
４
月
の
待
機
児
童
数
は
６
１
７

人
と
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
中
に
は
私
立

認
可
保
育
所
11
カ
所
の
整
備
や
定
期
利
用

保
育
の
活
用
に
よ
り
、
新
た
に
７
４
４
人

の
保
育
施
設
の
定
員
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年

４
月
の
待
機
児
童
は
３
３
０
人
と
前
年
比

46
・
５
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
待

機
児
童
数
は
依
然
と
し
て
多
い
の
が
現
状

で
す
。

→

（人） 総人口の推移
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区
有
地
を
活
用
し
た
保
育
所

整
備

　
目
黒
区
は
、
区
域
の
８
割
が
住
居
系
の

用
途
地
域
で
、
認
可
保
育
所
を
整
備
で
き

る
大
規
模
な
土
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
難

し
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
膨
れ

上
が
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
何
と
か
応
え
よ
う

と
、
区
有
財
産
を
活
用
し
て
、
保
育
園
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
目
黒
区
総
合
庁
舎
の
傍
ら
に

あ
る
中
目
黒
ち
と
せ
保
育
園（
定
員
60
人
）

は
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
4
月
に
開
園

し
ま
し
た
。
こ
こ
の
用
地
は
、
総
合
庁
舎

の
駐
車
場
の
一
部
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

施
設
を
運
営
す
る
の
は
、
認
可
保
育
所
の

運
営
実
績
の
あ
る
社
会
福
祉
法
人
で
す
。

　
区
役
所
の
敷
地
に
あ
り
ま
す
が
、
区
職

員
向
け
に
限
定
し
た
保
育
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
東
急
東
横
線
の
中
目
黒
駅
か
ら
近

く
、利
用
者
に
と
っ
て
便
利
な
立
地
で
す
。

　
区
は
２
０
２
０
（
平
成
32
）
年
４
月
の

保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
て
、
区
有

施
設
の
活
用
や
民
間
賃
貸
物
件
の
活
用
、

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
保
育
所
へ
の
移

行
、
区
立
保
育
園
の
民
営
化
に
伴
う
整
備

支
援
な
ど
に
よ
り
、
今
年
度
は
過
去
最
大

と
な
る
約
１
１
０
０
人
分
の
保
育
所
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

園
庭
の
な
い
保
育
所
か
ら

公
園
に
送
迎

　
ま
た
、
目
黒
区
に
は
十
分
な
広
さ
の
園

庭
が
あ
る
保
育
所
が
少
な
く
、
私
立
認
可

保
育
園
の
約
８
割
が
近
隣
の
公
園
な
ど
を

屋
外
遊
戯
場
に
指
定
し
て
認
可
を
受
け
て

い
ま
す
。
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
や
駒

場
野
公
園
な
ど
、
園
児
が
徒
歩
で
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
広
い
公
園
で
、
子
ど
も
が

の
び
の
び
と
遊
べ
る
よ
う
に
、
幼
児
専
用

車
（
愛
称
「
ヒ
ー
ロ
ー
バ
ス
」）
で
送
迎

す
る
事
業
を
全
国
で
初
め
て
実
施
し
ま

す
。

　
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕

組
み
を
使
い
、
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
８
月
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
専
用
ペ
ー
ジ
を
開

設
。
11
月
以
降
、
今
年
度
予
算
で
計
上
し

た
１
台
の
幼
児
専
用
車
の
試
行
運
行
が
始

ま
り
ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
で
も
区
有
財

産
を
活
用

　
区
有
財
産
を
活
用
し
た
ハ
ー
ド
整
備

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
整
備

で
も
同
じ
で
す
。

　
旧
区
立
第
六
中
学
校
南
側
跡
地
で
は
、

区
が
選
定
し
た
事
業
者
に
よ
る
民
設
民
営

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
支
援

し
ま
す
。
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
７
月

の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
学
校
統
合

に
よ
る
区
立
第
四
中
学
校
跡
地
に
お
い
て

も
同
様
に
、
区
が
選
定
し
た
事
業
者
に
よ

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
身
体
障
害
者

入
所
施
設
等
複
合
施
設
の
整
備
を
支
援
し

ま
す
。
地
域
交
流
の
場
や
地
域
の
福
祉
拠

点
、
福
祉
避
難
所
と
し
、
地
域
に
開
か
れ

た
施
設
を
目
指
し
て
お
り
、２
０
２
０（
平

成
32
）年
度
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
目
黒
三
丁
目
の
国
家
公
務

員
宿
舎
跡
地
を
活
用
し
た
、
民
設
民
営
に

よ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
支

援
し
ま
す
。
２
０
２
０
（
平
成
32
）
年
度

の
開
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
目
黒
区
を
好
き
に

な
っ
て
転
入
し
て
き
た
人
た
ち
に
住
み
続

け
て
も
ら
う
た
め
、
区
の
財
産
を
次
世
代

に
受
け
継
ぎ
、
有
効
に
活
用
し
て
い
る
の

が
分
か
る
」
と
、
感
心
し
ま
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
と
サ
ク
ラ

並
木
を
再
生
す
る

　
二
三
男
く
ん
は
、
目
黒
川
沿
い
の
サ
ク

ラ
並
木
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

旧区立第六中学校南側跡地に整備される特別養護老人ホームのイメージ図

目
黒
区
役
所
の
未
利
用
地
を
活
用
し
た
中
目
黒
ち
と
せ

保
育
園

（後
方
の
建
物
が
目
黒
区
総
合
庁
舎
）
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大
横
川
親
水
公
園

　「
川
が
な
く
な
っ
て
る
…
…
」

　
二
三
男
く
ん
は
業
平
橋
か
ら
見
え
る
景

色
を
呆
然
と
見
て
い
ま
し
た
。

　
下
町
出
身
の
二
三
男
く
ん
は
、70
年
前
、

確
か
に
こ
こ
に
川
が
流
れ
て
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
明
暦
の

大
火
を
き
っ
か
け
に
作
ら
れ
た
大
横
川
と

い
う
運
河
で
す
。
こ
の
大
横
川
沿
い
に
は

か
つ
て
工
場
や
倉
庫
が
並
ん
で
い
て
、〝
も

の
づ
く
り
の
ま
ち 

す
み
だ
〟
を
象
徴
す

る
エ
リ
ア
で
し
た
。

　
今
、
そ
こ
に
は
緑
が
生
い
茂
る
親
水
公

園
が
あ
り
ま
す
。
大
横
川
が
あ
っ
た
こ
と

は
公
園
の
名
前
か
ら
し
の
ば
れ
ま
す
が
、

よ
く
見
て
み
る
と
、
業
平
橋
の
よ
う
な
昔

な
が
ら
の
橋
が
、
川
が
あ
っ
た
当
時
と
同

じ
よ
う
に
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て

町
工
場
が
あ
っ
た
川
沿
い
に
は
、
今
は
集

合
住
宅
な
ど
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
空
を
見
上
げ
れ
ば
雲
を
突
き
抜
け
そ

う
な
ほ
ど
高
い
塔
、「
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
」
が
見
え
ま
す
。
昔
の
こ
の
地
域
し

か
知
ら
な
い
二
三
男
く
ん
に
は
想
像
も
で

き
な
い
光
景
で
し
た
。

　「
墨
田
区
が
ど
う
発
展
し
、
こ
れ
か
ら

ど
う
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
知
り
た

い
」

　
二
三
男
く
ん
は
、
墨
田
区
役
所
へ
向
か

い
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
以
降
は

転
入
超
過

　
隅
田
川
沿
い
に
立
つ
墨
田
区
役
所
を
訪

れ
た
二
三
男
く
ん
。
庁
舎
１
階
の
総
合
案

内
で
、
同
じ
フ
ロ
ア
に
あ
る
区
民
情
報

コ
ー
ナ
ー
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、二
三
男
く
ん
は『
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
』
か
ら
読
み
始
め
ま
し
た
。

　
墨
田
区
の
総
人
口
は
、
１
９
９
５
（
平

成
７
）
年
か
ら
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年

に
か
け
て
若
干
の
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
以
降
、

増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。
１
９
９
５
（
平
成

７
）
年
に
外
国
人
を
含
み
22
万
２
０
８
０
人

だ
っ
た
総
人
口
は
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）

年
に
は
25
万
８
４
２
３
人
ま
で
増
加
し
て
い

ま
す
。
同
年
５
月
に
は
総
人
口
は
26
万
人

を
超
え
ま
し
た
。

　
こ
の
20
年
の
区
の
人
口
増
加
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
、
社
会
動
態
で

す
。
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
ま
で
は
転

出
超
過
も
し
く
は
転
入
・
転
出
が
ほ
ぼ
同

じ
数
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
０
０

（
平
成
12
）
年
以
降
は
転
入
超
過
の
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。
都
営
大
江
戸
線
の
開

通
（
２
０
０
０
年
）、
東
京
メ
ト
ロ
半
蔵

門
線
の
延
伸
（
２
０
０
３
年
）
な
ど
に
よ

る
交
通
利
便
性
の
向
上
や
、
曳
舟
駅
周
辺

地
区
再
開
発
の
進
捗
を
は
じ
め
と
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
、ま
た
、２
０
１
２
（
平

成
24
）
年
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
に

よ
る
住
宅
地
と
し
て
の
魅
力
向
上
な
ど
が

要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
口
の
将
来
展
望

　『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
は
、
こ
う
し
た

人
口
の
現
状
分
析
の
上
に
、
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
、
①
さ
ら
な
る
高
齢
化
の
進
行

へ
の
対
応
②
子
育
て
世
代
等
の
転
入
の
促

進
③
多
様
な
人
々
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

へ
④
若
者
が
結
婚
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

⑤
経
済
価
値
を
生
み
だ
し
、
生
活
者
の
利

便
性
を
支
え
る
産
業
の
基
盤
づ
く
り
―
の

五
つ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ど
こ
よ
り
も
素
敵
で
魅
力
的
な
ま
ち
を
目
指
す

暮
ら
し
続
け
た
い
、働
き
続
け
た
い
、訪
れ
た
い
墨
田
区
に

　「
目
黒
の
サ
ク
ラ
」
も
目
黒
区
の
大
切

な
財
産
で
す
。
区
役
所
の
み
ど
り
と
公
園

課
に
聞
い
て
み
る
と
、
目
黒
区
は
区
民
や

団
体
か
ら
の
寄
付
を
「
目
黒
の
サ
ク
ラ
基

金
」
と
し
て
集
め
、
地
域
の
人
た
ち
と
サ

ク
ラ
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
は
、
呑
川

本
流
緑
道
、
立
会
川
緑
道
の
サ
ク
ラ
再
生

実
行
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
樹
木
診
断
の

結
果
に
よ
り
倒
木
の
危
険
の
あ
る
サ
ク
ラ

の
伐
採
や
、
再
生
実
行
計
画
に
基
づ
い
た

植
え
替
え
な
ど
の
サ
ク
ラ
保
全
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
分
野
は
異
な
り

ま
す
が
、
区
の
資
源
を
次
世
代
に
受
け
継

ご
う
と
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
目
黒
区
は
お
し
ゃ
れ

な
街
と
し
て
有
名
で
、
新
宿
や
渋
谷
な
ど

の
繁
華
街
に
も
電
車
１
本
で
行
け
る
交
通

が
便
利
な
街
だ
か
ら
、
多
く
の
若
い
世
代

が
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
。
で
も
、
そ
う

い
う
人
た
ち
に
ず
っ
と
目
黒
区
に
『
住
み

続
け
た
い
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
の
は
、

区
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
す
る
区
の

努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
。
区
有
施
設
な
ど

区
の
財
産
を
次
世
代
に
受
け
継
い
で
、
そ

う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
区
民
の
希
望
を

叶
え
て
い
く
区
政
に
共
感
し
た
」
と
語
り

ま
し
た
。

　
二
三
男
く
ん
は
、
読
ん
だ
資
料
を
窓
口

に
返
す
と
、「
よ
し
、
今
日
は
お
花
見
し

よ
う
」
目
黒
川
へ
と
小
走
り
で
向
か
い
ま

し
た
。

取材協力／目黒区

サ
ク
ラ
の
保
全
に
向
け
た
サ
ク
ラ
診
断
見
学
会
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